
●その他の事項についての委員からの意見

No 意見 意見への対応

1

コロナ禍が続く状況のなか、書面による協議会の開催を続けることには疑問があります。この方法では、協議会委員どうし、協議会委員
と市職員の議論ができず、十分に「協議」できているとは思えません。次回はZoom等を使用したオンラインの開催もご検討いただければ
と思います。オンラインでの協議も、対面には劣る点はありますが、書面よりはよいと思います。あるいは、対面の協議会を開催すると
しても、委員の移動は市内でしょうから、会議室が密にならなければ、時期によっては問題ないかと思います。いずれにしても、参加で
きる環境にない委員は書面にするとよいのではないかと思います。

2

書面での会議開催となり、皆さんの意見を直接伺うことができず残念です。民間ではZoom 等を使用したオンライン会議が積極的に取り入
れられていますが、協議会にはそういった動きはないのでしょうか.来年もコロナの影響が続くと思われますので、ぜひ取り組んでいただ
ければと思います。

3

このコロナ禍で、自宅で過ごす時間が増えたことや家計、経済、雇用の不安等から、今まで以上に家庭内での暴言や暴力が増えているの
ではないかと思われます。家庭内でのＤＶの状況を把握することは難しいことではありますが、必要な人に支援の情報を届ける方法や啓
蒙等の早急の対策が必要と考えます。

市報、市ＨＰ等で各相談窓口の周知を行ってまい
ります。

4

　A４が入るさいたま市の封筒ですが、のり付けの力が弱く、前回資料は封上部が開いて配達されました。セロテープで、再度貼り付ける
方が安全と思います。
　雨の日の配達もあり、郵便受けも種々ですので、封筒に関する私の心配をお伝えしてみます。しかし、封筒はさいたま市全体で使われ
ていると思うのですが、のり付けがあまい、という声は他に聞かれませんか？　私だけでしたら、申し訳ないです。

誠に申し訳ございません。前回、今回とも、あら
かじめのり付けのある封筒を使用していないた
め、こちらでののり付け作業があまかったのが要
因と思われます。今後注意いたします。

5

ひっかかった言葉「ワタシらしい子育てってなに」。
子供は生まれたその日から社会人だと思います。いつも子供と向き合って親は手を貸すだけだと思ってました。これからの子育ての中、
「手を離していても、目は離さない」だけ。どこにいても手は離れていてもきっと、心の中にはいると思います。「ワタシ」が入ってし
まったら淋しくなる時が来ると、その様に思っただけです。

参考にさせていただきます。

来年度の協議会については、集合しての会議の開
催が困難な際は、Web会議ツールも活用して開催す
ることを検討しております。

別紙３


